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デデキントは Dedekind (1930-32b)（Dedekind (1996)も参照）において数学におけ
る概念拡張の仕組みを提示している。その内容はデデキントの研究計画であり、デデ

































































たとえば等式 a + x = cが成り立つ xを求める操作を、aと cを引数とする演算とみ
なすとき、この演算は加法の逆演算、減法、であり、式 a+ x = cが減法を間接的に包
含していると考えられる。つまり減法は加法と上記等式によって間接的に規定される
演算なのだ。





























































































加法定理 sin(x + y) = sin x cos y + sin y cos xなどだ。この等式を右辺から見るとき x; y
それぞれが鋭角であれば意味をなすが、x+ yが鋭角でないとき左辺は定義されないこ



































































Sieg & Schlimm (2005)でひとつ興味深いことは Scholzが 1982年の論文で引用して
いるHerbartの次のことばを冒頭に掲げていることだ：数学は哲学的に扱われることに






















































Reck (2003)は Dedekind (1930-32c)に焦点を当て、未公開の資料にもあたって、デ
デキントが「方法論的構造主義者」でありまた「論理的構造主義者」であると解釈で
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